
mediLink ID 登録のメリット

おもて

mediLink 看護（CS 看護）にログインしよう

WEB成績をみてみよう

ログインがはじめての方 すでに mediLink のアカウントをもっている方
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stepstep

stepstep

会員情報を入力
➡個人情報提供同意欄に✓を 
　入れ「会員の登録をする」を 
　タップ

➡「mediLink看護（CS 看護）
トップへ」をタップ

受験票の IDとパスワードを
入力

❹❹

❺❺

受験票にあるQRコードを読み
取る

もしくはブラウザで
「mediLink看護」を検索

❶❶

「Log in with LINE」を 
タップ 
 ➡「許可する」をタップ

● LINE 登録の場合 ●❸❸

入力したメールアドレス宛に
「会員登録のご案内」が届きます

● メールアドレス登録の場合 ●❸❸

「mediLink IDを登録」を 
タップ

❷❷

「ログイン」をタップ

WEBでは紙と同じ成績表がみられるうえ、復習教材（なぜ？ 
どうして？・類題）も利用できます。ぜひご活用ください！

mediLink看護（CS 看護）
ホームの「メディックメディ
ア模試」をタップ

マイページの「模試 受験票
を登録する」から受験票の

「ID」「パスワード」を入力

❷❷

❶❶

❸❸

模試一覧から見たい模試
を選択 

「詳しく見る」で詳細が
みられます

❷❷

WEB 成績・復習コンテンツ使い方ガイド

● 今後メールアドレス or LINEで
ログインできる！

● 複数の試験結果をまとめて確認
できる！
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復習のしかたは裏面へ



肺の構造・機能を復習しておこう．（RB-I5, 6）（RB-I5, 6）
×１　肺動脈は静脈血を肺に運ぶための機能血管であ

る．肺の組織を養う栄養血管は気管支動脈である．
×２　上葉，中葉，下葉と3葉に分かれるのは右肺であ

る．左肺は上葉と下葉の2葉に分かれる．
○３　肺は弾性収縮力をもち，単独で縮むことができる．
×４　呼吸数が減ると，肺でのガス交換の回数が減少す

るため，血中の二酸化炭素（CO2）濃度は上昇する．
その結果，呼吸性アシドーシスが引き起こされる．
（RB-医14, I21）（RB-医14, I21）

 正　解　３
▼ 肺 葉（RB-I5）（QB-I5）

（QB-I5）（QB必修-I2）（病みえ呼8, 9）（がんみえ258, 259）（イメカラ呼

30）

23　肺
肺の構造と機能で正しいのはどれか．
１．肺動脈は肺の組織を養う栄養血管である．
２．左肺は上葉，中葉，下葉に分かれる．
３．肺は弾性収縮力をもっている．
４．呼吸数が減ると血中の二酸化炭素濃度は低下する．
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　　  メディックメディア模試
低学年模試　人体の構造と機能　解説
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 解説動画は 2 種類あります 
⃝ 出題されたテーマについて解説した「クイック動画」
⃝【対象問題のみ】問題の解説。周辺知識もつなげて理解する

ことで、応用力が身につきます
視聴期限：2024年3月末日

WEB 復習のしかた

模試一覧から復習したい模試
を選択
 ➡「復習する」をタップ

❷❷

mediLink看護（CS 看護）ホー
ムの「メディックメディア模試」
をタップ

「mediLink」アプリを 
インストール

アプリ上でログイン

おもて面の手順で 
受験票を登録したアカウントで 
ログインしてください

解説書のQRコードを 
読み込んで動画を再生

成績表「まず、あなたはここをチェック」

全国正答率70%以上で間違えた問題

を優先して復習しよう！

よくあるご質問／お問い合わせ　はこちら ▷

❶❶

❶❶

❷❷

❸❸

模試の問題・正答・解説を
読むことができます

❹❹

間違えた問題に対応した
● 類問演習 ができます
● なぜ？どうして？ が読めます
※問題によっては「類問」「なぜ？」がない 

場合がございます

❺❺

解説を「読む」をクリック

　 ここをタップし「必ず復習」
にチェックを入れると、国正答
率70% 以上で間違えた問題を
絞り込めます。

❸❸

解説動画の見かた

類問 / なぜ？どうして？の見かた

AndroidiOS

解説書

「mediLink」アプリ

※ iOS11以降（iPhone、iPad、および
iPod touchに対応。iPadOSを含む）、
Android6.0以降
※ Windows（Surface等）では利用で
きません。M1搭載 Macには対応予
定です（2023年 6月現在）

これを 
読み取る


